
【現状】
■公園の数や面積は一定程度充実 ⇒ 公園数:154か所 総面積:183ha 市民1人あたりの公園面積:26.11㎡/人
■様々な特色のある公園を整備 ⇒ 恵庭公園や恵み野中央公園、花の拠点公園など様々な特色のある公園を整備
■市民からは公園に対して一定の満足度を得ている一方、施設の老朽化等による魅力の低下に対する意見も

⇒ 魅力低下に関する意見:“古い遊具を更新してほしい”、”古い遊具を使用禁止にすると、こどもの公園離れや
体力低下が心配“

■少子高齢化の進行や将来的な人口減少社会の到来、それに伴う経営資源の制約、SDGｓの推進など、本市を取り
巻く状況は転換期を迎えようとしている
【課題】

①公園施設の老朽化が進行 ②ニーズの変化と機能の重複

【計画の目的】
恵庭市街区公園整備計画は、市民の日常生活に最も密着した街区公園に対象を絞り、計画的な公園の再整備

を実現することを目的に策定
【計画の位置づけ】 【計画期間】

【対象公園】
下記①～④のすべての条件を満足する20公園を対象とします。
①整備または再整備が完了した日から３０年が経過 ②恵庭市地域防災計画における一時避難所に指定
③定期点検結果において劣化判定CまたはDとなった施設の割合が５０％超
④他事業との連携が検討されている公園以外の公園

【優先順位の考え方】
（１）～（７）の合計点により優先順位を決定します。
（１）公園供用開始からの経過年数（１０点）
（２）劣化した遊具の割合（２０点）
（３）公園利用者数（１０点）
（４）公園誘致距離内の将来人口（１０点）
（５）一時避難所としての避難者数（１０点）
（６）公園周辺の状況

１）近隣の社会福祉施設までの距離（１０点）
２）近隣の都市公園までの距離（１０点）

（７）生活環境改善要望における地域要望（２０点）

対象公園 対象公園

花の丘公園（恵み野西）

ユカンボシ公園（和光町）

おおぞら公園（恵み野北） 花の丘公園（恵み野西）

わんぱく公園（恵み野東） ユカンボシ公園（和光町）

どんぐり公園（中島町） おおぞら公園（恵み野北）

チビッコ公園（恵み野西） わんぱく公園（恵み野東）

めぐみ公園（本町） どんぐり公園（中島町）

もいざり公園（大町） チビッコ公園（恵み野西）

けいほく公園（幸町） めぐみ公園（本町）

なかまち公園（島松仲町） もいざり公園（大町）

くるみ公園（駒場町） けいほく公園（幸町）

かわぞえ公園（漁町） なかまち公園（島松仲町）

ときわ公園（島松本町） くるみ公園（駒場町）

いくみ公園（黄金北） かわぞえ公園（漁町）

やなぎ公園（福住町） ときわ公園（島松本町）

けいおう公園（恵央町） いくみ公園（黄金北）

タイヤの丘公園（恵み野南） やなぎ公園（福住町）

みかほ公園（柏陽町） けいおう公園（恵央町）

はまなす公園（島松寿町） タイヤの丘公園（恵み野南）

もみじ公園（恵南） みかほ公園（柏陽町）

はまなす公園（島松寿町）

もみじ公園（恵南）

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度
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令和9年度

令和10年度

令和11年度

令和12年度

令和13年度

令和14年度

【計画の推進にあたって】
■地域ニーズの把握

地域住民との合意形成を目的とした住民説明会や
ワークショップの開催を基本とします。

■公園利用の実態把握
公園利用者数調査の実施を基本とし、トイレを含む
各公園施設の必要性を数字で表しながら地域住民と
の議論を深めていきます。

■既存ストックの利活用
再利用可能な既存公園施設の利活用も併せて
検討する必要があります。

■防災上の役割
防災上の役割も考慮した上で、一時避難所としても
活用可能な公園とする必要があります。

第５期恵庭市総合計画

恵庭市緑の基本計画

恵庭市街区公園
再整備計画

恵庭市公園施設
長寿命化計画

他計画
･恵庭市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
･恵庭市ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想
･恵庭市地域防災計画

ほか

恵庭市街区公園再整備計画 概要版

公園施設長寿命化計画 ＜ 劣化の進行した公園施設の割合が50% ＜ 街区公園再整備計画


